
＝
小規模放課後児童クラ
ブ支援事業の実施に必
要な経費（※千円未満
切捨て）

収支報告書委託会計分
支出小計額
（※千円未満切捨て）

９,０５０,０００ 円

障がい児受入推進事業
の実施に必要な経費
（※千円未満切捨て）

2,232,000 円

９,０３１,０００

⑦令和7年度委託料基準
（※千円未満切捨て）

12 月

⑥

１１,２６３,０００ 円

　　（通常は１２ヶ月です。途中開業・閉鎖した場合はそれに応じた月数を記入してください。）

※⑤は「人件費内訳」シート内、「③障がい児受入推進事業委託料」×実施月数/１２

円
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⑤障がい児受入推進事業

++

２,２３２,０００ 円円

小規模放課後児童クラブ支援事業 円

障がい児受入推進事業

　●小規模放課後児童クラブ支援事業

　●委託料の算出

※⑥は643,000×実施月数/１２

実施月数※ 月

※ 平均児童数が１９人以下の放課後児童クラブにおいて、事業実施月数を実施月数欄へ記入してください。
　　（通常は１２ヶ月です。途中開業・閉鎖した場合はそれに応じた月数を記入してください。）

⑥小規模放課後児童ク
ラブ支援事業

　●算定補助基準額

小　　計 ・・・ （ ② ）＋（ ③ ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④ ９,０３１,０００ 円

　●障がい児受入推進事業

➃放課後児童健全育成事業

２,２３２,０００ 円⑤

9月

＜小計①＞の基準額の10％ ９０３,１００ 円

小　　計 ・・・ （ ③ ） ２,７０９,３００ 円

〇

月 4月

円

〇 　ｂ．長期休暇時の開所（小学校の長期休暇時に開所する旨規定されていること） ＜小計①＞の基準額の10％ ９０３,１００ 円

　●加算要件　※a～cの該当するもの全てにＡ欄の太枠内に「〇」入力してください。

Ａ Ｂ C Ｄ

〇 　ａ．１９時まで開所時間延長（１８時を超えて開所できる体制を整えておくこと） ＜小計①＞の基準額の10％ ９０３,１００

小　　計 ・・・ （ ② ） ６,３２１,７００ 円

　ｂ．長期休暇時に１日８時間を超えて開所する場合：
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①基本額 （構成する児童の人数による基本額）　※該当するＡ欄の太枠内に「〇」、Ｃ欄の太枠内に「児童数」を入力してください。

　ｃ．小学６年生までの受入れ体制整備（小学６年生まで受入れ可能な体制を整えておくこと）

　●交付要領上補助基準額×70％

１,１２０,０００ 円

③長時間開所加算額 （開所時間による加算額）　※C欄に時間を入力してください。

円 －

円)

円

36

－

Ｂ

　ｂ．平均児童数が２０～３５人の場合：

( 19

6,939,000

× 円

円 円－ ×

　ａ．年間250日開所する場合：

②開所日数加算額 （250日以上開所している場合の加算額）　※該当するC欄の太枠内に「年間開所日数（見込み含む）」を入力してください。

９,０３１,０００小　　計 ・・・ （ ① ）

円

－

６,９３９,０００ 円

令和●年度 放課後児童健全育成事業等に係る委託料調書（算出例）

　ｅ．平均児童数が７１人以上の場合：

※黄色のセルに記入してください。

　ａ．平均児童数が　１～１９人の場合：

円

人

円

　●交付要領上補助基準額

※ 障がい児対応職員を１人以上加配しており、職員の人数が３人以上の月数を実施月数欄へ記入してください。

〇

円

　ｃ．平均児童数が３６～４５人の場合：

　ｄ．平均児童数が４６～７０人の場合：


